
第
十
二
巻

研

究、

河
内
平
野
の
古
地
迩

河

内

平

野

の

古

地

理

太
古
草
昧
の
世
淀
川
が
屡
々
氾
濫
し
て
河
内
平
野
を
掃

蕩
し
た
ら
う
事
は
仁
篠
十
一
年
茨
田
堤
を
築
い
た
さ
云
ふ

書
紀
の
記
事
以
下
多
〈
の
同
穏
の
記
事
よ
り
想
像
せ
ら
る

る
所
で
ゐ
b
、
其
の
水
平
野
営
南
下
し
奮
大
和
川
の
遜
り

に
至
っ
た
ら
う
事
は
平
野
の
地
形
よ
り
想
像
せ
ら
る
る
所

で
あ
る
が
、
更
に
淀
川
本
流
者
し
〈
は
一
支
が
枚
方
附
近

よ
り
南
流
河
内
平
野
を
南
下
、
護
大
和
川
さ
合
流
し
此
所

に
現
今
の
淀
、
木
津
、
桂
諸
川
の
合
流
貼
附
近
に
豆
椋
池

を
海
ふ
ろ
如
〈
一
大
沼
油
を
湛
へ
其
の
水
西
流
し
て
大
阪

湾
に
注
い
だ
も
の
か
さ
の
想
像
も
歴
史
的
記
事
よ
b
す
る

朔
推
地
形
上
よ
、
，
り
す
る
推
測
に
よ
っ
て
歴
史
地
理
的
自
然

地
理
的
南
方
面
よ
b
必
十
し
も
架
宰
な
ら
ざ
る
想
像
ざ
し

て
許
さ
る
る
所
で
あ
る
o

第
一
按

四
六

（
四
六
〉

文

事

士

牧

繁

実

然
る
に
最
近
に
至
h
斯
か
る
想
像
の
外
に
常
時
代
舎
、
捌

れ
ば
古
淀
川
若
し
く
は
其
の
一
支
さ
古
大
和
川
さ
の
合
流

動
附
近
の
池
沼
は
嘗
て
豆
椋
池
ご
相
連
絡
し
一
大
湖
水
を

形
成
せ
る
に
非
ぎ
る
か
さ
の
想
像
も
許
ち
る
る
に
至
っ

た
。
其
は
河
内
閣
中
河
内
郡
孔
合
街
村
日
下
貝
塚
接
見
調

査
の
結
果
で
あ
る
。
以
下
河
内
平
野
の
歴
史
地
理
的
先
史

地
理
的
考
察
を
試
み
以
て
其
の
然
る
所
以
を
明
か
に
し
度

－

r
f」
凶

ω
ふ。

河
内
閣
町
下
貝
塚
の
接
見
は
同
閥
額
田
在
住
入
木
博
氏

の
な
さ
れ
た
所
で
全
く
氏
の
熱
心
に
負
ふ
所
で
あ
る
o
其

の
顛
末
は
同
貝
塚
の
考
古
事
的
考
察
さ
共
に
逗
〈
同
氏
に

よ
っ
て
考
古
事
雑
誌
上
に
後
表
せ
ら
る
る
佐
官
で
あ
る
か
ら

悲
に
亦
賛
せ
ぬ
が
其
の
接
見
が
大
正
十
五
年
十
月
七
日
大



阪
毎
日
新
聞
紙
上
に
報
ぜ
ら
る
る
や
考
右
學
激
室
島
凪
貞

彦
末
永
雅
雄
酉
氏
考
古
學
專
攻
の
水
野
清
一
地
理
學
専
攻

の
廣
瀬
浮
慧
岡
本
重
彦
諸
氏
及
び
余
は
同
月
十
日
氏
の
束

道
を
乞
う
て
日
下
を
訪
れ
親
し
く
現
場
を
踏
査
し
、
同
地

河
澄
泰
藏
民
の
好
意
に
よ
り
小
国
魂
を
試
み
貝
殼
獣
骨
土

器
破
片
等
多
少
の
除
物
を
得
又
二
子
岩
製
石
鎌
数
箇
を
表

面
探
湿
し
て
該
貝
塚
の
石
器
時
代
貝
塚
な
る
事
を
確
め
た

の
で
あ
る
。

　
奨
の
正
確
な
る
位
置
を
示
さ
ん
に
遺
跡
は
河
内
濁
中
河

内
郡
孔
舎
衙
村
大
字
目
下
聚
落
よ
り
西
方
布
市
漿
落
に
通

す
る
蓮
路
の
南
北
爾
側
に
亙
り
同
聚
落
北
西
の
一
池
ご
南

方
の
小
河
流
ご
の
間
に
挿
ま
り
、
恐
れ
を
地
形
上
よ
笥
云

へ
ば
生
駒
山
断
暦
崖
（
註
一
）
下
に
該
小
河
流
の
形
成
せ
る

厩
歌
沖
積
地
が
大
阪
李
野
地
盤
の
隆
起
ε
共
に
同
河
流
に

解
析
せ
ら
れ
南
方
河
身
に
向
っ
て
傾
斜
せ
る
斜
面
の
上
部

師
ち
北
は
池
西
は
厩
状
沖
積
地
の
自
然
的
斜
面
南
は
河
川

の
解
折
斜
面
に
績
く
沖
積
台
地
の
一
端
、
海
面
上
の
高
度

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
河
内
亭
野
の
古
馳
理

二
十
乃
至
二
十
五
米
の
地
籍
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
此
地
登
見
の
逡
物
に
就
い
て
は
幸
島
田
氏
が
近
く
人
類

學
雑
誌
上
に
報
告
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
か
ら
凡
て
其
れ
に

談
る
事
こ
す
る
が
登
見
の
貝
類
に
就
い
て
は
特
に
其
の
記

載
を
必
要
と
す
る
。
鮎
貝
類
の
記
載
な
く
し
て
は
本
論
は

蹴
れ
よ
り
一
歩
も
…
進
む
る
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
貝
塚
に
於
い
て
余
等
の
注
意
探
奏
せ
る
も
の
に
就
き

理
學
部
地
質
學
激
室
黒
田
徳
米
氏
の
鑑
定
を
煩
は
せ
る
臓

に
よ
れ
ば
本
貝
塚
三
見
の
員
類
は
左
の
客
思
で
あ
る
○

踏
｝
・
二
〇
℃
。
・
尻
ω
〇
三
〇
σ
q
①
ζ
一
く
’
　
鑓
曽
算
。
霧
．
　
謡
救
魯
導
篭
に

O
O
門
σ
8
包
9
ω
程
舞
囲
％
隻
蕪
錠
α
け
（
＜
母
●
）
　
膏
園
喫
ノ
・
μ

ぐ
三
種
讐
ω
厨
も
。
ぼ
〇
二
。
。
く
・
寓
ρ
鰯
雲
ω
●
　
凶
，
皆
梼
“
㌣

ω
σ
ヨ
陣
ω
乞
8
ω
営
影
お
…
鵜
ρ
養
ゆ
δ
幹
　
串
縮
図
又
漕
㌧
’
p
斗

○
ω
葺
＄
σ
q
茜
霧
虐
崔
鼠
。
お
・
尋
翠

U
o
鮎
巳
ρ
智
℃
8
…
o
p
労
8
＜
①
旨
4
ウ
卿
篭
κ

言
2
，
0
欝
，
一
渥
ヨ
①
お
け
白
石
ピ
汐
コ
ひ
。
　
㌧
・
4
、
鴇
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驚

　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
河
内
亭
野
の
古
亀
理

ω
舞
蕊
。
§
霧
2
降
癖
養
｛
器
O
Q
o
ぞ
卑
ξ
●
博
嚇
レ
W
嘘
著

碧
魚
・
・
（
竃
ρ
ご
O
一
嵩
O
嵩
ρ
）
ぴ
δ
言
闘
U
【
乾
（
g
　
て
為
喫
戦
σ

　
以
上
数
種
の
中
、
カ
キ
、
ハ
マ
グ
ソ
、
ク
チ
ム
ラ
ナ
キ

レ
イ
シ
ガ
ヒ
、
カ
“
ミ
ガ
ヒ
の
五
種
は
鍼
水
塵
で
あ
る
が

他
の
四
種
は
淡
水
産
で
あ
る
。
此
は
先
づ
注
意
す
べ
ぎ
事

實
で
あ
る
。

　
而
し
て
更
に
注
意
す
べ
き
は
以
上
の
言
種
が
凡
て
同
量

に
登
見
せ
ら
れ
た
る
に
非
ざ
る
事
實
で
あ
る
。
實
際
海
水

産
の
五
種
、
及
び
セ
タ
シ
ご
・
、
を
除
く
淡
水
産
の
三
種
の

登
見
は
千
に
＝
一
で
あ
っ
て
僅
か
に
其
の
痕
跡
を
認
め
得

る
に
止
ま
り
深
甚
の
注
意
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
其
の
探
集
困

難
な
る
の
提
度
で
あ
っ
て
登
見
貝
殼
の
大
部
分
は
蜆
員
殼

で
あ
る
。
郎
ち
此
の
事
實
を
以
て
す
れ
ば
本
貝
塚
は
正
に

蜆
貝
塚
で
あ
る
。

　
余
等
は
採
集
せ
る
貝
殻
の
鑑
定
を
侯
っ
間
本
遺
跡
が
正

し
一
貝
塚
で
あ
っ
て
其
の
轍
に
於
い
て
近
畿
に
稀
な
る
将

　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
四
入
　
　
　
（
四
八
）

殊
の
遺
跡
た
る
を
認
め
甚
だ
重
要
視
し
た
の
で
あ
る
が
黒

田
氏
の
鑑
定
を
七
っ
て
其
の
蜆
貝
塚
な
る
を
知
る
に
及
ん

で
該
貝
塚
が
二
重
の
重
要
な
る
意
義
を
・
有
す
を
畳
つ
た
の

で
あ
っ
て
叢
に
深
く
黒
田
氏
に
謝
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
黒
田
氏
に
よ
れ
ば
、
本
貝
塚
三
見
の
蜆
貝
は
其
の
形
態

甚
だ
急
な
る
も
の
で
之
は
琵
琶
湖
、
互
蒲
池
、
淀
木
津
南

川
以
外
に
は
存
在
し
な
い
、
恐
ら
く
何
れ
か
の
時
期
琵
琶

湖
よ
り
遁
れ
出
で
た
る
も
の
で
あ
ら
う
、
何
れ
に
す
る
も

斯
か
る
大
形
種
の
成
育
に
は
可
な
り
の
水
深
ご
水
量
ご
を

要
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
之
れ
が
普
通
の
小
川
よ
り
獲
得

せ
ら
れ
た
ご
は
考
へ
ら
れ
ぬ
、
其
の
成
育
に
は
湖
水
に
非

ん
ば
互
椋
の
如
き
一
大
池
沼
の
存
在
を
想
像
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
、
、
ε
の
事
で
あ
る
。
余
は
陀
の
貝
類
學
の
灌
威
を

信
ず
る
も
の
で
あ
り
、
又
其
の
推
定
を
信
ず
る
も
の
で
あ

る
。
．

　
然
ら
ば
日
下
貝
塚
貝
暦
の
大
部
分
を
形
成
す
る
該
蜆
貝

は
果
し
て
何
虚
ま
り
獲
得
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。



余
は
此
は
日
下
よ
り
然
か
く
遠
隔
な
ら
ざ
る
地
学
よ
り
獲

得
せ
ら
れ
元
も
の
で
あ
る
ご
思
考
す
る
。
何
こ
な
れ
ば
盲

暦
は
所
に
よ
り
可
な
り
厚
く
深
さ
一
尺
籐
に
達
す
る
箇
所

あ
り
蜆
貝
が
網
地
住
民
の
重
要
な
る
食
料
品
の
｝
部
を
な

し
淀
事
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
が
其
れ
が
遠
隔
よ
b

齎
さ
れ
食
用
に
供
せ
ら
れ
た
ご
な
す
は
男
優
自
然
で
寧
ろ

附
近
に
於
い
て
獲
得
せ
ら
れ
た
も
の
ご
考
ふ
べ
き
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
而
し
て
余
は
石
羅
時
代
日
下
附
近
に
稽
廣
大
な
乃
淡
水

池
沼
の
存
在
を
想
像
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
は
先
づ
地
形

上
よ
り
許
さ
る
べ
き
想
像
で
あ
る
。
帥
ち
大
和
川
は
蕉
時

法
内
需
々
府
附
近
よ
り
北
流
、
李
野
を
北
上
し
て
疑
下
附

近
に
來
り
之
れ
よ
わ
西
流
し
た
る
事
歴
吏
上
に
明
か
で
あ

b
、
又
淀
川
は
枚
方
附
近
よ
り
南
流
、
李
野
を
南
下
、
目

下
附
近
に
於
い
て
大
和
川
に
合
流
せ
る
も
の
8
推
定
せ
ら

れ
る
か
ら
該
蕾
合
流
黙
附
近
に
石
器
時
代
一
大
沼
池
の
存

在
を
想
像
す
る
も
興
は
決
し
て
軍
な
る
架
塞
の
謬
想
こ
な

　
　
・
第
十
二
巷
　
　
研
　
寵
　
　
河
内
亭
欝
の
實
敵
理

す
事
は
出
來
な
い
◎

　
而
し
て
此
は
叉
歴
史
的
事
實
よ
り
も
推
定
せ
ら
る
る
所

で
あ
る
Q
郎
ち
両
極
以
前
の
地
葺
紀
行
名
肪
特
等
に
は
明

か
に
此
の
地
に
深
野
池
な
る
池
沼
が
現
は
れ
て
居
る
の
で

あ
っ
て
之
れ
よ
り
石
器
時
代
に
於
け
る
一
大
池
沼
の
存
在

を
推
定
し
得
る
の
で
あ
る
。
享
和
元
辛
酉
歳
（
一
入
○
鳳

年
）
冬
十
一
月
刊
河
内
名
駈
圖
會
後
篇
下
（
窓
之
六
）
に
は

「
深
野
池
　
む
か
し
野
崎
村
の
管
内
に
あ
う
封
境
野
大
な

り
今
埋
て
田
園
こ
な
る
深
野
新
田
こ
れ
な
b
」
ご
あ
り
此

頃
は
深
野
池
は
銑
に
惨
忍
の
大
和
川
改
修
の
た
め
乾
拓
せ

ら
れ
て
深
野
新
田
こ
な
っ
て
居
た
が
、
正
徳
三
年
癸
巳
（
一

七
＝
二
年
置
刊
行
盤
軒
貝
原
先
生
薯
諸
州
巡
覧
記
（
諸
州

め
ぐ
り
）
憲
之
三
論
遊
紀
行
怒
之
上
に
は
「
此
所
に
楠
正

行
正
時
兄
弟
の
墓
あ
り
（
中
略
）
飯
盛
山
の
麓
の
西
也
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
ダ
ノ

ふ
か
う
の
池
の
北
の
側
に
あ
り
此
邊
茨
田
郡
順
和
名
抄
に

　
　
　
マ
　
ン
　
タ

茨
田
は
萬
牟
田
ご
か
け
）
　
ふ
か
う
の
池
は
深
野
池
こ
か

く
ご
云
本
名
は
茨
田
池
ご
云
池
の
贋
さ
南
北
露
里
東
西

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
九
　
　
（
四
九
）



　
　
　
第
十
二
谷
’
　
研
究
　
　
河
内
早
膨
の
古
地
理

壼
里
所
に
よ
り
東
西
暴
露
許
有
湖
に
似
た
り
暗
中
に
島
あ

　
サ
ン
カ

リ
三
ヶ
ご
云
村
有
故
に
此
池
を
三
ヶ
の
お
き
共
云
三
ヶ
の

島
に
漁
家
心
入
十
戸
あ
り
田
畠
も
有
畜
島
南
北
廿
町
東
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ナ
ギ

五
六
町
有
ご
云
此
池
に
鯉
鮒
総
は
す
わ
た
か
ゑ
ひ
鰻
鰻
つ

か
に
等
多
し
漁
舟
多
し
日
々
舟
に
乗
て
漁
し
魚
を
大
坂
に

　
　
　
　
　
　
ケ
払

う
る
叉
蓮
多
し
経
年
多
く
葦
多
し
宿
取
用
て
た
す
け
ご
す

　
　
　
　
　
　
、
ζ
ツ
フ
キ
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ン
ゴ

殊
に
廊
廟
多
し
是
を
探
て
飯
に
し
鰭
に
し
粥
に
し
て
糎
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ス
ケ

す
或
舶
果
子
に
も
す
る
　
久
露
只
て
資
ご
す
瀞
菱
を
取
日
は
定
日
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

り
里
民
云
合
せ
て
編
出
二
入
に
て
妄
に
取
事
を
禁
ず
か
憂
に

賦
視
は
な
し
又
此
島
よ
り
漁
人
共
舟
に
の
り
陸
に
渡
り
て

田
を
も
作
な
り
　
御
供
村
は
池
の
東
に
在
嶋
に
は
あ
ら
す

漁
人
多
し
ふ
か
う
の
池
の
ま
は
り
凡
四
十
二
村
あ
）
ご
云

此
池
水
の
流
れ
の
末
大
和
河
に
出
つ
河
下
よ
b
漁
舟
毎
日

彼
來
・
す
蹴
疋
よ
り
大
坂
へ
二
里
あ
り
、
栢
門
並
入
箇
ご
云
瀞
滋
は

ふ
か
う
の
池
の
西
北
に
あ
り
大
郷
な
り
村
数
多
し
雷
の
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ィ
ス
ヶ

廼
の
側
に
は
あ
ら
す
枚
方
に
近
し
、
内
助
か
淵
は
大
池
な

り
ふ
か
う
の
池
の
西
南
に
あ
り
ふ
か
う
か
池
ビ
は
別
也
方

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
〇
　
　
（
五
〇
）

入
町
ば
か
り
有
蓮
多
く
魚
多
し
三
ケ
よ
り
漁
八
行
て
採
る

又
其
邊
に
も
漁
家
少
あ
り
是
又
山
根
の
大
憲
に
は
少
へ
た

た
れ
・
9
」
ε
φ
の
・
9
、
　
叉
、
　
延
灘
員
レ
～
年
己
土
小
（
一
六
七
九
年
）

刊
行
の
絡
入
河
内
醜
名
所
記
（
河
内
隠
名
前
鑑
、
河
内
名

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
か
う
の
い
け

所
記
）
藩
五
に
は
「
深
野
池
、
大
き
な
る
池
な
り
」
ご
あ

り
、
爾
、
吉
田
束
伍
博
士
に
よ
れ
ば
更
に
約
三
十
年
を
潮

れ
る
正
保
の
河
内
國
岡
に
は
深
野
池
を
載
せ
て
居
る
ご
の

事
で
あ
っ
て
崩
貫
永
の
大
和
川
改
修
以
前
に
於
い
て
は
現
在

の
深
野
の
地
に
未
だ
大
な
る
池
沼
の
存
在
せ
る
事
を
知
る

の
で
あ
る
か
ら
石
器
時
代
此
所
日
下
附
近
に
稽
廣
大
な
る

池
沼
の
存
在
を
想
像
す
る
事
は
決
し
て
不
當
で
は
な
い
。

此
の
池
が
淀
川
若
し
く
は
其
の
一
応
ド
大
和
川
と
の
合
流

黙
附
近
に
存
在
せ
る
も
の
な
り
ゃ
否
や
は
今
宿
ら
く
措
く

も
兎
も
角
購
下
附
近
の
地
に
元
受
の
頃
ま
で
一
池
沼
の
存

在
せ
る
事
は
箏
・
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
か
ら
先
史
時

代
既
所
に
恐
ら
く
之
れ
よ
り
更
に
大
な
る
一
池
沼
の
存
在

せ
し
な
ら
ん
事
は
嘗
然
許
さ
る
べ
き
想
像
で
あ
る
。



　
然
ら
ば
先
史
時
代
日
下
附
近
の
該
池
沼
は
如
何
な
る
惜

態
に
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
之
に
就
て
は
順
序
こ
し
て
先

づ
歴
史
時
代
に
於
け
る
該
池
沼
の
情
態
を
考
へ
載
れ
よ
り

更
に
史
前
の
情
態
を
推
測
す
る
を
以
て
可
な
り
ご
す
る
。

　
深
野
池
附
近
の
地
理
に
下
す
る
南
学
紀
行
の
記
事
は
幸

甚
だ
詳
細
で
あ
っ
て
臼
下
附
近
の
歴
史
地
理
的
考
．
・
察
上
好

個
の
套
考
材
料
を
供
し
該
池
沼
の
復
凛
に
幾
多
の
手
懸
り

を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
が
殊
に
盆
軒
が
此
の
地
を
族
潤
し

た
の
が
元
緑
二
年
（
｝
六
八
九
年
）
（
註
二
）
即
ち
大
和
川
改

修
工
事
の
成
れ
る
嘉
永
元
年
（
｝
七
〇
四
年
）
を
叢
る
僅
か

に
十
五
年
前
で
南
遊
紀
行
の
刊
行
せ
ら
れ
た
正
徳
三
年
に

は
既
に
大
和
川
は
河
道
を
墾
じ
深
野
池
は
乾
拓
せ
ら
れ
て

新
田
こ
な
っ
て
居
た
程
で
あ
っ
て
該
記
事
が
大
和
川
改
修

直
前
に
於
け
る
深
野
池
の
情
態
を
描
果
し
永
く
謀
れ
が
存

在
を
記
念
せ
る
は
甚
だ
興
味
あ
る
所
で
斯
か
る
見
地
よ
り

す
れ
ば
南
遊
紀
行
の
該
記
事
は
此
地
の
怨
讐
地
理
的
考
察

上
甚
だ
重
要
な
る
・
墾
考
材
料
で
あ
る
ご
云
は
な
け
れ
ば
な

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
河
内
箱
掛
の
古
勉
理
．

ら
鬼

　
兎
も
角
膵
管
｛
事
は
憲
い
百
に
も
記
す
如
く
彼
れ
が
】
兀
｛
巌
二

年
京
師
を
出
で
山
城
河
内
和
泉
紀
伊
大
和
五
州
の
内
往
來

の
み
ち
す
ぢ
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
其
の
云
ふ
所
は

大
命
信
用
し
て
不
可
な
く
之
れ
よ
り
當
時
の
深
野
池
附
近

の
情
態
を
想
像
し
得
る
の
で
あ
る
が
圖
に
示
せ
る
南
遊
紀

行
中
の
憂
欝
な
る
鳥
緻
圖
式
挿
圖
は
甚
だ
明
瞭
に
漸
時
の

地
形
の
輪
廓
を
示
す
も
の
8
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
繊
Q

　
然
し
な
が
ら
斯
か
る
鳥
轍
圖
に
よ
り
更
に
議
論
を
進
め

る
事
は
甚
だ
非
科
學
的
で
あ
る
か
ら
点
れ
は
輩
な
る
挿
圖

ご
し
て
見
る
に
止
む
べ
く
吾
人
は
寧
ろ
睦
地
測
量
部
二
萬

分
一
地
形
圖
上
に
於
い
て
絶
え
ず
地
形
に
離
す
る
注
意
を

佛
ひ
つ
、
南
遊
紀
行
の
記
事
を
以
て
深
野
池
附
近
の
地
形

水
理
を
復
原
し
以
て
當
時
の
池
の
情
態
を
察
す
べ
き
で
あ

る
Q

　
斯
か
る
池
沼
は
之
れ
を
誰
誰
の
情
態
に
放
置
す
れ
ば
、

砂
礫
泥
土
の
沈
積
、
薦
荻
水
藻
の
茂
生
に
よ
っ
て
次
第
に

　
　
　
　
　
　
　
第
昌
號
　
　
　
五
一
　
　
（
五
一
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
河
内
亭
野
の
古
地
理

埋
没
す
る
事
湖
沼
學
上
の
事
實
で
あ
っ
て
多
く
の
湖
沼
は

時
代
を
遷
る
に
從
ひ
次
第
に
其
の
面
積
深
度
大
で
あ
っ
た

筈
で
あ
る
か
ら
深
野
池
其
の
他
の
池
沼
は
時
代
を
潮
る
に

　
　
　
　
　
　
　
第
鴇
號
　
　
五
二
　
（
五
二
）

草
香
江
は
大
阪
湾
の
直
接
の
灘
入
所
で
あ
っ
た
ご
も
考

へ
ら
れ
騙
事
は
な
い
。
河
内
李
野
が
大
阪
灘
底
よ
り
干
上

る
過
程
に
於
い
て
斯
か
る
時
代
、
時
期
若
し
く
は
瞬
間
が

從
ひ
當
時
に
於
け

る
よ
り
面
積
深
度

共
に
大
で
あ
っ
た

こ
考
へ
な
け
れ
ば

な
ら
澱
。
古
事
記

に
所
謂
久
佐
迦
延

（
註
三
）
萬
葉
集
に

所
謂
草
香
江
　
（
註

四
）
は
假
令
全
く

の
歌
枕
で
あ
る
に

し
て
も
其
の
久
佐

迦
延
若
し
く
は
草

灘
＼

〉
．

惣

NnyN！L’
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塵一’
あ
っ
た
事
は
勿
論
で

あ
る
が
所
鯛
嗣
久
佐
迦

延
若
し
く
は
草
香
江

は
斯
か
る
も
の
こ
は

考
へ
ざ
る
を
可
ご
す

る
。
そ
れ
は
日
下
蜆

貝
塚
卑
見
の
事
實
に

チ
エ
ツ
ク
せ
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
所
謂
久
佐
迦
延
若

し
く
は
草
香
江
は
古

大
和
川
が
一
旦
此
所

香
江
の
實
物
は
恐
ら
く
此
の
池
の
前
身
た
る
廣
大
な
る
江
　
　
に
流
入
し
然
る
後
西
流
し
た
水
面
で
あ
っ
た
ざ
考
ふ
べ
き

で
あ
っ
だ
ち
う
と
思
は
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
何
れ
に
す
る
も
獺
戸
内
よ
り
大
和



に
至
る
交
通
の
要
福
に
當
れ
る
事
明
か
で
瀬
戸
内
よ
り
大

和
に
入
ら
ん
ε
す
る
も
の
は
難
波
に
至
り
舟
を
湖
ら
せ
て

草
香
の
江
に
入
り
之
れ
よ
り
舟
を
棄
て
坂
路
生
駒
を
越
え

大
和
に
入
る
事
を
得
又
更
に
舟
行
を
績
け
て
川
を
湖
り
国

府
附
近
の
地
に
至
り
之
よ
り
川
に
洛
ひ
大
和
に
入
る
事
も

得
た
ご
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
斯
く
の
如
く
當
時
の

地
理
を
考
ふ
る
な
ら
ば
書
紀
に
所
謂
草
香
邑
青
雲
臼
肩

（
盾
）
之
津
若
し
く
は
草
香
津
、
盾
津
若
し
く
は
蓼
津
（
註
五
）

古
事
記
に
所
謂
青
雲
之
自
選
（
盾
）
津
、
切
畑
若
し
く
は
日

下
之
蓼
津
（
註
六
）
を
現
今
の
日
下
附
近
に
求
め
又
日
下
之

直
越
滋
若
く
は
直
超
（
註
七
）
を
日
下
よ
り
坂
路
大
和
に
至

る
捷
路
ご
解
す
る
見
解
も
甚
だ
正
鵠
を
射
た
る
も
の
ご
云

は
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
上
古
日
下
が
日
本
的
交
通
の
要
衝

に
晦
れ
る
事
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
兎
も
角
太
古
日
下
附
近
に
墨
取
な
る
池
沼
の
存
在
せ
る

な
ら
ん
事
は
推
測
に
難
か
ら
ぬ
所
で
あ
る
。
更
に
時
代
を

譲
り
石
器
時
代
に
於
い
て
該
池
沼
が
更
に
贋
大
な
る
面
積

　
　
　
第
十
ご
谷
　
　
研
　
究
　
　
河
内
亭
野
の
古
地
理

に
亙
れ
る
事
は
理
論
上
當
に
然
る
べ
き
所
で
あ
る
。
大
和

川
河
流
の
水
量
を
容
れ
可
な
り
の
水
量
を
湛
へ
水
深
も
大

な
り
し
な
ら
ん
事
は
充
分
推
測
し
得
る
所
で
あ
る
。
然
ら

ば
日
下
貝
塚
人
の
食
料
に
供
せ
る
蜆
貝
が
該
池
沼
よ
り
獲

得
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
ら
ん
ご
解
し
て
何
等
不
可
な
く
日

下
貝
塚
貝
層
の
大
部
分
を
占
む
る
サ
ン
ダ
イ
蜆
貝
が
日
下

附
近
の
古
草
香
江
即
ち
虚
言
野
池
よ
り
獲
ら
れ
た
る
も
の

な
ら
ん
事
は
最
早
や
疑
ふ
の
鯨
地
を
存
し
な
い
。

　
然
ら
ば
琵
琶
湖
互
椋
池
木
津
淀
爾
川
の
み
に
特
産
す
る

該
蜆
貝
が
如
何
に
し
て
此
前
日
下
の
入
江
に
産
せ
ら
る
る

か
Q
此
は
現
在
の
知
識
を
以
て
す
れ
ば
此
等
露
地
が
或
る

時
期
水
面
に
よ
り
相
連
絡
せ
る
事
實
を
想
像
せ
ざ
る
以
上

解
繹
不
可
能
で
あ
る
。

　
即
ち
先
史
蒔
代
の
贈
る
時
期
琵
琶
湖
互
椋
池
木
津
淀
爾

川
奮
深
野
池
は
水
面
に
よ
り
．
相
連
絡
せ
り
ご
考
へ
な
け
れ
・

ば
な
ら
ぬ
。
琵
琶
湖
互
新
誌
は
淀
川
本
流
を
以
て
互
椋
池

深
野
池
は
淀
川
本
流
若
し
く
は
淀
川
本
流
の
一
部
及
び
其

　
　
　
　
　
　
　
第
】
號
　
　
　
五
三
　
　
（
五
三
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
．
河
内
箪
野
の
古
地
理

の
一
分
涙
を
以
て
若
し
く
は
一
湖
水
を
な
し
て
縮
連
絡
し

斯
か
る
水
面
の
連
絡
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
’
亘
椋
池
に
特
右
u
な
内

る
大
形
種
蜆
貝
が
此
所
深
野
池
ま
で
移
動
し
來
り
繁
殖
せ

る
も
の
ε
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
石
器
時
代
に
於
け
る

蜆
の
入
工
的
養
殖
は
｝
寸
意
へ
ら
れ
な
い
所
で
あ
り
又
漏

れ
を
互
椋
よ
り
獲
得
し
撮
れ
る
も
の
こ
す
れ
ば
何
故
に
比

較
的
近
接
地
に
獲
ら
れ
た
り
ご
考
ふ
べ
き
カ
キ
ハ
マ
グ
ソ

等
の
貝
殻
の
綾
見
が
赫
々
た
る
に
醤
し
て
比
較
的
遠
隔
地

の
互
椋
池
産
蜆
貝
が
斯
く
も
衡
量
に
登
見
せ
ら
る
る
か
ご

の
矛
盾
を
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
琵
琶
湖
孤
疑
池
聞
の
陶
係
は
除
り
に
明
白
で
あ
っ
て
叢

に
何
等
贅
言
の
要
を
見
な
い
か
ら
結
局
互
椋
池
臼
下
凶
聞

の
鞍
掛
が
周
題
こ
な
る
の
で
あ
る
が
、
駈
れ
は
互
椋
池
濤

下
江
の
自
動
が
近
畿
の
石
器
時
代
若
し
く
は
其
れ
以
前
、

（
但
し
洪
積
期
以
後
な
る
事
は
明
白
で
あ
る
）
　
の
湖
水
を

な
せ
う
と
考
ふ
れ
ば
甚
だ
簡
軍
で
あ
り
、
叉
斯
く
考
へ
な

や
に
し
て
も
旦
椋
を
出
で
た
る
淀
川
が
南
西
流
し
て
枚
方

　
　
　
　
　
　
　
、
第
内
一
三
　
　
　
「
五
四
　
　
（
五
四
U

附
近
に
至
り
翻
れ
よ
り
南
流
河
内
李
野
を
南
下
し
揃
下
江

に
入
れ
る
な
ら
ん
事
は
地
形
上
よ
り
充
分
推
測
し
得
る
の

み
な
ら
「
す
叉
仁
徳
十
一
年
茨
田
堤
を
築
い
た
ご
の
書
紀
の

記
事
穆
子
断
闘
の
傅
説
以
下
多
く
の
同
種
の
記
事
が
明
か

に
煎
れ
を
暗
示
す
る
の
で
あ
っ
て
、
診
子
断
間
の
三
跡
た

る
太
間
よ
り
古
…
川
筋
を
経
て
深
野
池
曲
言
に
至
る
僖
河
遣

を
想
定
す
る
事
は
最
も
容
易
で
あ
る
以
外
に
枚
方
附
近
よ

り
疲
屋
翫
儒
肋
に
よ
り
深
野
池
に
至
る
、
及
び
熱
間
よ
b
同

標
瓦
屋
川
筋
に
よ
り
深
野
池
に
至
る
他
の
豆
蔦
溢
も
又
容

易
に
想
定
し
得
る
所
で
あ
る
か
ら
亘
椋
池
日
下
江
間
の
閥

係
を
着
く
尉
事
は
必
ず
し
も
困
難
で
は
な
い
。
琵
琶
湖
互

椋
軸
木
葎
淀
吾
川
以
外
に
産
せ
ざ
る
ナ
ン
ダ
イ
蜆
貝
を
此

　
　
　
　
　
　
　
　
り

所
H
下
翼
塚
よ
り
略
奪
す
る
一
見
不
可
思
議
な
る
事
實
の

解
綬
は
斯
く
の
如
く
考
ふ
れ
ば
必
ず
し
も
全
く
不
可
能
で

は
な
い
。

　
恐
ら
く
最
も
早
き
時
代
に
於
い
て
は
互
椋
池
a
下
江
は

山
崎
水
…
門
に
於
い
て
語
れ
た
る
｝
の
連
絡
せ
凶
湖
水
を
形



成
し
て
居
た
も
の
の
如
く
此
の
時
期
獄
下
貝
塚
露
見
蜆
貝

の
頑
は
琵
琶
湖
互
椋
池
方
面
よ
り
此
所
日
下
附
近
に
移
覇

し
騙
り
、
其
の
後
景
者
は
漸
く
相
分
離
す
る
に
至
っ
た
が

術
能
く
一
遽
の
水
脈
を
以
て
相
連
絡
し
て
居
た
も
の
ε
思

は
れ
る
。

　
斯
く
し
て
貝
塚
築
成
時
代
に
於
け
る
日
下
貝
塚
の
地
理

を
考
ふ
る
に
算
賀
日
下
江
茎
短
池
は
既
に
相
分
離
し
て
一

湖
水
は
な
さ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
爾
池
沼
は
爾
一
二
の

水
脈
に
よ
っ
て
相
連
絡
し
た
か
ビ
思
は
れ
若
し
假
り
に
既

に
連
絡
を
絶
っ
て
猫
立
せ
る
二
個
の
池
沼
で
あ
っ
た
に
し

て
圏
も
日
下
江
が
古
大
和
川
ご
連
絡
し
て
居
π
事
は
明
か
で

日
下
は
其
の
地
瀬
戸
内
よ
り
大
阪
澱
頭
難
波
の
地
を
…
過
ぎ

舟
に
よ
り
古
大
和
川
（
淀
斯
走
塁
大
和
川
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
ね
事
前
述
の
如
し
）
を
潮
り
鶴
深
野
池
印
ち
懲
草
香

江
に
よ
り
甜
到
漣
塙
す
べ
く
、
埋
れ
ト
？
り
爾
櫓
ハ
に
レ
よ
・
9
大
和
川

ウ
湖
っ
て
河
内
國
麿
の
地
に
至
り
然
る
後
大
和
に
入
る
べ

く
又
此
所
に
舟
を
棄
て
直
ち
に
日
下
直
越
に
よ
り
生
駒
を

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
河
内
単
野
の
古
塊
理

越
し
て
大
和
に
入
る
べ
き
交
通
上
塗
に
重
要
な
る
地
黙
に

存
し
た
の
で
あ
っ
て
該
貝
塚
入
が
如
何
な
る
種
族
に
屡
せ

し
か
は
我
邦
史
前
の
植
民
を
想
像
す
る
上
に
甚
だ
重
要
な

る
も
の
で
切
に
今
後
に
於
け
る
人
骨
の
登
見
を
翻
り
叉
考

古
學
者
入
類
學
者
歴
吏
家
の
共
同
研
究
を
翼
御
す
る
所
で

あ
る
が
余
は
試
み
に
貝
塚
住
民
居
住
の
舞
憂
た
る
霞
下
の

先
史
地
理
蘇
に
其
の
大
局
よ
り
見
た
る
地
理
を
考
へ
た
の

で
あ
る
。
里
余
は
其
局
部
の
地
理
邸
ち
例
へ
ば
花
山
岡
岩
よ

り
な
る
生
駒
漢
問
に
出
つ
る
澗
流
が
貝
塚
南
縁
を
流
過
し

飲
料
の
便
を
輿
へ
た
ご
思
は
る
る
如
き
、
或
ひ
は
二
子
山

形
成
の
岩
石
ざ
同
質
の
讃
岐
岩
（
6
Q
9
箒
5
回
内
一
山
O
）
岩
賑
が
日
下

．
南
東
の
局
部
に
露
出
し
て
石
鎌
（
襲
見
の
石
鎌
数
個
共
凡

て
此
の
岩
石
を
以
て
作
ら
れ
て
居
る
）
其
の
他
の
石
器
製

作
に
有
利
な
る
材
料
を
供
給
し
た
ご
思
は
れ
る
如
き
二
三

の
事
實
に
漣
上
し
た
の
で
あ
る
が
本
論
は
素
河
内
李
野
の

】
般
的
古
地
理
を
考
へ
る
の
が
主
導
的
で
あ
っ
た
か
ら
回

れ
に
就
い
て
は
今
多
く
言
及
し
な
い
事
，
こ
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
五
　
　
（
五
五
）



第
十
二
巷
．
　
研
　
究
　
　
縣
眼
貿
易
の
渡
展
に
つ
音
て
（
上
）

　
薫
り
に
本
論
文
を
草
す
る
に
想
う
文
學
士
伏
見
義
夫
氏

の
所
説
（
註
八
）
を
褒
看
し
た
所
が
多
い
Q
記
し
て
域
謝
の
意

を
表
す
る
。
（
一
九
二
六
。
＋
一
．
ご
七
）

駐
聞
　
歳
由
［
次
郎
　
生
駒
肉
　
腿
蕉
鵡
二
一
　
地
球
　
第
山
ハ
雀
蟷
π
二
…
観
　
大

　
　
正
十
五
年
三
月
圃
H

躰
冒
四
　
南
遊
紀
行
巷
之
上
「
山
城
…
河
内
和
泉
紀
偉
大
和
す
べ
て
五
贈
の

　
　
内
端
來
の
み
ち
す
ぢ
た
寵
す
　
元
籐
二
年
京
よ
り
南
方
に
一
9
か
ん

　
　
亡
て
二
月
十
口
東
痢
院
の
含
為
出
」

三
三
　
古
事
説
朝
倉
宮
上
巷
　
引
田
一
士
一
子
歌
　
久
佐
迦
延
能
俳
理

　
　
嬉
能
霊
知
須
波
一
畳
知
一
団
二
佐
加
↑
理
毘
登
楽
舞
志
岐
呂
伽
灘

漫
画
　
萬
葉
集
巷
四
　
草
三
二
之
入
江
二
二
食
蕨
鶴
乃
痛
多
豆
多
頭
思

　
　
友
無
二
指
天

第
一
號

五
山
ハ
　
　
　
（
五
山
ハ
）

設
匹
　
日
本
書
紀
巷
第
三
　
遡
流
而
上
勝
至
河
内
國
草
香
邑
膏
雲
白
眉

　
　
之
津
（
申
略
）
却
至
草
香
津
植
暦
両
爲
雄
酷
二
二
改
號
奨
湾
日
盾
津

　
　
今
云
蓼
津
二
子

註
六
　
古
事
記
白
椿
原
宮
上
巷
　
故
從
七
山
上
行
之
整
経
浪
遽
之
渡
而

　
　
泊
膏
翻
慶
営
之
白
肩
津
燕
疇
登
美
能
那
賀
須
泥
毘
宵
一
軍
待
向
以
職
爾

　
　
取
所
入
御
船
之
楯
而
下
立
三
論
其
沼
湖
楯
二
項
今
者
云
日
下
之
蓼

　
　
津
也

註
七
　
古
羅
鴇
　
朝
愈
二
上
巷
’
初
大
后
坐
瓶
下
之
畔
自
H
下
之
直
越

　
　
叢
幸
行
河
内
　
萬
葉
集
谷
六
　
直
読
乃
此
径
爾
師
亘
押
照
哉
難
波
、

　
　
乃
海
別
名
附
塚
良
恩
裳

註
A
　
伏
見
義
夫
　
淀
川
の
河
電
の
礎
纒
　
歴
更
定
量
理
　
第
十
三
巷

　
　
第
一
號
　
大
正
十
三
年
一
潟
　
同
氏
　
卒
業
論
丈
（
原
稿
）

騒
瞬
貿
易
の
嚢
展
に
つ
斗
」

て

（上）

丈
學
博
士

三

旨㌦
鷲

周

行

　
　
　
　
陶
　
栢
原
氏
の
時
代
塵
分
批
鯛

足
利
無
代
に
日
明
間
の
外
交
に
託
し
て
行
は
れ
た
貿
易

の
登
展
を
叙
す
る
に
當
っ
て
、
私
は
こ
れ
を
三
期
に
轟
分

す
る
を
例
ご
し
て
居
る
。
第
一
期
は
義
満
の
時
代
で
あ
っ


